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幼児の言語発達に関する研究
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1　目

．一
に言語発達の遅れの厘因として，知能遅滞・脳障

害・聴力障害・発音器官の障害・自閉傾向や情緒的な問

題・家庭環境や撫・方などがあげられてレ・る6藷遅滞

児の多くは人との接触をいやがり，周りの人のことばを

きく態度も少ない。本事例はととばの数が少ねく余り話

せないという主訴によって来所したケースである。母親

的

は父親の仕善の手伝いに出ることが多く，その間本児は

祖融預けられ両親共に仕旗中心で接触の機会に乏しい

という環境的な問題や扱ゆ面から，本児が欄ぐ～と

いう態度に乏しく， 発語する意欲に欠けていると考えら』

れ，本児に対して継続的に観察指導を行ない，∴醤請の発

達状況を捉えうこと壱こした己、

皿　方

　1）知能テストを施行して発達程度を知り母親に面接

を行ない日常生活について現在の状況の報告をうけるも

2） 指導6カ月後再び知能テスト・・構音テストを行っ

て経過をみる。・・

　3）　週一回1時間の個人指導を行う6ぞの間母親との

面接も必要に応じて行う。

　4）入室して自由遊びが盛んになり15分経過律テープ

レコーダーによる録音を開始して45分間収録し最初の15

分間を文字化する。そう・して語彙・構文の発達状況や自

発的な言請の内容・量，働きかけに対する内容・量など

法

につヤ・て分析を行う。．（これは分析中）

　5）　現在理解出来る表出書藷を記録して母親に持参さ

せる。それによると身辺・食物の名称が主で20置稗彦で

あった。それらのことばを土台にして語しかけのヒとば

と虞活用しため泊雌びの軽興味をも6漸具を
対象に交流を求めちなど努力して1”名称‘状態の説明な

どを繰り 返し刺戟繕どしで使周する」そうしぐ指導過穆

の中で， 態度・表情 』興味』‘遊び亡こ～置ば』社会性など

がどのように変化し，獲得された言語が適確に使用され

るかどう1がなどにっいで結果を考察する己1 』G

ノ　「 皿　生1　育　　歴

　本児1昭和43年11月24日生初回来所時年齢2歳3カ

月　女r

、1 生状態：父が3工歳母が24歳のとき第一子とじて出

生」母妊娠中は健康で異常なし。予定日より9日遅れた。

吸引分娩。出生時体重3，600g。

発育状態＝首のすわり4カ月。おすわり9カ月。ひと

り歩き1歳3カ月。・’

　既往症：1歳7カ月の時，仮性ジフテリアで》週間入

院，呼吸困難になったことがある。先天性股開節脱臼る

斜頸。

　家族 ：実父34歳56人の同胞中第2子，大学卒，開業

歯科医師。実母27歳，’ 4入の同胞中第4子1短大卒，父の

仕事を手伝う。近くに祖父祖撮（母方）が住んでいる。

　言藷の発達状態＝聴力異常なし。 ことばのいいは’じめ

1歳7カ月。その後余り、進歩がない。来所当時の表出出

来る単語は20語程度であった。 絵本をみせてrわんわん

どれ？」などきくと指す。自分から絵を指して冒わぜよ

うとするので言語に対する興味はあるが自発的な発籍は・

ほとんどない。たまに模倣する．何か欲し淋らたり∫Fや

っても らいたい時は手を引っぱφてアーアー と発声し1て

動作で要求する。母親のいうことは大体理解する。励作

のまねはよくする。　　　　　　・ F　　1 rレ1　（
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　その他：〔音楽〕歌や音楽には興味があるがテレビは

父親演嫌うので全然みせてない。そのためにレコードは

聞かせるQバッハなどの曲は一日中かけているので音楽

に合わせて体を動かして薯こんでいる。歌ってやる寮は

ない。まだ歌えない。〔遊び〕母親は父親の仕事の手伝

いで外帯する¢）で木児を近くの祖f歌に預けることが多く

本などみてひとりあそびをしている。友達はいない。

〔排泄〕おべんじょをいやがり，してからシッコと教え

るo左利きo

w　指

　工）　揚画’にならす

　最初は興味をもった自由遊びを通して母親との分離不

安を除くことに努力するため意図的に雷語の働きかけを

多くする。このことは自発的発語の機会を失わせるかも

知れないと働きかけを少くしてみたが，本児には働きか

けの少ないことが反って母親についてセ、て離れなかった

りしゃべらなかったりして不安をもたらす様子がみられ

たので，話しかけの必要性を認め再ぴよく話しかけ，次

第に自然にとけこめるようにした。

　2）新しいことばを獲得させる

　興味をもったものを中心に・繰り返し刺戟語として使

用したり・Tや本児の動作をゆっく堕と言語化して聞か

導

せるなどして，新しいことばに対して聞く態度を養い，

語彙を豊富にする。

　3）訂正棋倣

　発語や模倣しようとする態度を促進し，不明瞭な発籍

や反射的な模倣藷に対しては不完全なことばを訂正して

聞かせ，学習させる0

　4）拡充発展

　意図的に正しい文でゆっくり話しかけたり質問したり

するように心掛け，自発語が盛んになると受身にまわり，

働きかけに対しては拡充されるような応答をして，自然

に会詣が展開するようにもっていく。

7

V　経過の概要

1．指導経過

　昭和46年2月16日指導を開始して47年3月28日まで34

回行いCloseした。地下の言語治療室で毎週火曜日一回

来所し午後1時から2時までの一時間指導を行い遊びの

中で話される言籍をテープレコーダーにより毎回収録し

た。

く場面にならす＞第1回～第8回 233－15～215－17

　第1回2；3－15

　時間になり部屋ρドアーをあけるとTherapy室の前

に立っている。Tと手をつないですぐ入室する。母親が

後からついて同室しドアーの近くに腰掛ける。あれこれ

玩具をいじる。母親の方をむいて「ママ」と呼ぴかけレ

ゴをみせる。Tがレゴをとって「はいど一ぞ」と差し出

すと受け取る。・Tがレゴをはめながら「レゴでしょう」

「これはブーブ」「ここにはめるのね」など話しかける。

本児が積むと「一杯おうちが並びましたねJ　rおにかい

・ね，おにかい』と繰り返す。レジをいじるボタンを押し

て歯車の動きをみている。お金をTにょこす「有難う10

円」「10円をど一ぞ」「10円だったでしょう」と繰り返

す。レジの穴をさしてrKちゃんここに穴があるでしょ

う。トトーンって入っていくわよ」といってお金を穴に

入れてみせ「あ一入った」というと「ハイッタ」と模倣

していいTのまねをしてお金を何度も穴に入れる。次ぎ

はホームをいじる「なにそれ？」と聞くと黙っていじっ

ている「ホームでしょう」いってやる。列車を持って自

発的にrデンシャ」という。rあ一電車ね」と答えてやる

とrデンシャ」「シュッポッポ」とつぶやいていビってい

る。Tが列車を床に走らせ鉄橋を作り列車をのせると床

に列車を走らせて眺めている。レールをつなげてやり，

汽車をのせて走らせ「あら商くなった」というと「タカ

ク」とまねていい，走るのをみて喜こんで笑う。ハサミ

を左手にもって切符を切ろうとするrちょきちょきする

の」「ちょきちょきして，なかなか切れないわね」という

とかすかに「ウン」と応答する。電話をもつ，Tも一方

の電謡をとって話しかけると受話器を耳にあてているT

がベルを繰り返し押してならし「パパですよ」と何度も

謡しかけるがまねてベルを押し続けている。

　このような状態でまとめてみると，〔態度〕母親と同

室し表情も固く度々不安になって母親をみる。〔あそぴ〕

玩具に対して興味はあるが，ちょっといじってすぐ他に

移って長続きしない。　〔ことぱ〕Tのことばは理解して

いるようだが黙って玩具をいじっている場面が多くたま

に模倣することばも反響語であって意欲的な模倣ではな

も
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　　い。時々発する自然語も抑揚がなく独語で伝達の意図は

　　少ない。〔社会性〕Tの要求に対して黙って行動する。

　　またTの動作の模倣は僅かにみられるが玩具を媒介とし

　　て物のやり取りの交渉がやっと成立する程度である。

　　〔Tの応じ方〕遊び始めた玩具を渡して接触に努めたり

’　興味のあるものに対しては繰り返し発語して刺戟する。

　　玩具を黙っていじっている時は動作を雷語化するなど心

　　掛け，場にならすために言籍の働きかけを多ぐした。

　　　第4回～第8回214－12～215－17
　　　〔態度〕億親が挨拶をするとまねておじぎをした堕丁

　　をみるとすぐとんできて持参した人形をみせたりする。

　　　ドアーをあけると喜こんで一人がかけて入室するので撮

　　親ふら離す。10分位経過すると母親の所にいきたがる61

　　　このような状態が目によっては4回もみられる時もあっ

　　た。〔あそび〕すぐ玩具にいくが、あれこれと移り黙って

　　いじっている。〔ことば〕小さい声で早口に話し不明瞭，

　　　Tが聞き返すと拒否的態度をとる。自発的に質問や要求

　　がみえ出す。〔社会性〕イヤ，ダメという拒否的態度や

　　　イイノなど自己主張が目立ち自己中心的である。 〔Tの

　　応じ方〕部屋・玩具・Tにも馴れたために母親から離す

　　　ととと言藷的な働きかけを少くして自発藷を待うて応ず

　　　るようにすると母親が同室しないためか，働きかけの少

　　　ないことを寒っしてか， 一人で喜こんで入室しても分離

　　不安が残り玩具で誘うと遊びにのるが黙づていじづてい

　　　る事が多いので，自発語を待って働きかけることはこの

　　　凌階では無理と思い，ごく自然に接するようにした。

　　　く指導に入る＞第9回^’ 34回

　　　第9回215－24
　　　時問になり降りるとまだ来ていな》・ので部屋に入って

　　　待っていると駈けて入室してくる。ドアーを閉めようと

　　　するといやがって出て母親を呼ぶ。母親がドアーの所ま

　　　できて一人で遊ぶようにいうと， 顔をふくらませてしぶ

　　　しぶ入る。1Tがドアーを閉めようとするといやがるので

　　　ドアーを少しあけておき，そこに「ママめおいす」とい

　　　って椅子をおいた。マ々人形を指して要求するので棚か

　　　ら取ってやる。r人形をもって箱の蓋の絵を推して「これ

　　　と同じでしょう』「これと同じ」と繰り返すと・みて「オ

　　　ンナジ」と模倣する。ピストルを持って「オンナジ，1オ

　　　ンナジ，オンナジ」と調子をつけて繰り返す「ピストル

　　1同じね，これ同じね」といってやる。戸棚の前にいっで

　　　「コレモッテ」と折紙の入っている箱を要求する。「ごル

　　　どは折紙を持ってきてなの，はい置きましたよ』と取っ

　　 て机の上に躍いてやると色テープを出すrな一にこれ』

　　　「テープ」「何作堕ましょうか」「テープね」というとrコ

　　　ッチテープjと色紙をよこして「ツクッデ」と要求する。

r作って何を作りましょうか」と聞くとrドーブチュ』と

答える「動物ねKちゃん阿がいいの」「ウチャギ」「マウ

ッテ∫と要求ずるのでTが色鉛筆を取ってうさぎを色紙

に描きながら，「うさ ぎはお耳が長いでしょう」「お耳』

などいって顔を描くと「アンヨ，アンヨ，アンヨ」どい

う「あんよまで描くの」』「あんよど一な6七る」と聞く と

自分の足をもうて「アンヨシレアン詞 という。「それ

はKちゃんのあんよね，Kちゃんのあんようさぎさん
の……」という乏答えない庵ドドーダンカイテ，・ドータ

ン」と次の要求を出す。 r象さん今度かくの象さんも」

とレ・いながら描きかサのう さぎをかきrうさぎさん出来

まし』たよ，これおめめよとれ，は」と鼻をさして聞くと♪

見るが「コレハアノネー」といらで線をかいている。そ

うして又「ブーブ」「チューリップ』と要求するg　rチュー

リップのお花，はい何の曾としようかしら」と箱の中の

色紙を出すとみている。rこんなに色紙きれいなのがr

杯ありますね，チューリップのお花どの色にしましょう

か」と聞くと「キ爵ロ∫と答える。・「黄色ね」 といヴて

黄色の色紙をみつけな渉ら「小さいお花大きいお花」と

いうとrオーキイノガアッタ」というrうん大きいお花

なの，はφぱもつけて」 とい6て茎をかき 葉をかぐと

「ココ， キッテ，コッチ，』 メ，チュメタイノ， rココチ

ゴメタイ」という「ここ冷だレ、のど一して」と聞くと

「オミジュデ」「あ一そお，お水入れるのね，そ」ね1「じ

ゃお水に入れるようにヒこをちょっととづておきましょ

うね」というと「ウン」乏うなず＜。Tが描いて「はい

ど一ぞ，チ出一リップのお花〕と渡すと受取る。次ぎは

ペタックをみつけ，r い形がつながっているのをみて

rチュキ』という6 rあ一お月さま月なの，お月様並んじ

ゃったのね」といづて手をもって取る方法を教えてや

る∫「ほらとれますよ，とれたでしょう」rそお』お上手

お上手」と励ましてφると，1自分で剥がして色紙には

る。「こんどは四角をつけましょうか，四角ね」とい一っ

て四角の形をとると，次ぎは自分で剥がしてはる。rナ

イ，ナイ」といってセ員テープを要求「これセ血デープ

セつけるめ，黄色レ｛テ』ラ0ね』といって巌じを引っぱっ

て持たせ 「ノヤザミで切っていいですか」「はい切りまし

た」「はいここについた」とわLにはる。

　このような状態で〔態度〕遊び炉楽しみで，曹こんで

かけて入室しても，母親とめ分離不安が少し残ってい

る。　ドアーを少しあけもて母親の瀞を置いて｛立置づげた

り，遊ぴに誘ろ溶り して気分め転換をはかると少じずづ

おちつき母親より離れて遊ぴにのり表情も雌て笑顔をみ

せるようになった。〔あそぴ〕あれごれと余り移らず折

紙を中心に描いたりはったり訟ど遊びの発展がみら胞長
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く遊べ少し落麗きがみられだした。　〔ことば〕発声がし

っかりしてきて，不明瞭で聞きとれない易合が少なくな

りTとの会話が出来始め牟。究が繰り返し刺戟すると模

倣する態度もみえ出した。お花に水をやるなどの日轍生

活の経験の伝達も財来るようになった。　〔社会性〕素直

に応じ要求が多くなり書語と行動で表現する。〔Tの応

じ方〕語彙を豊富にしようと新しいことばを開せるよう

に心掛け発語を繰り返し刺戟する一方本児のことばを受

けとめて状態の説明・動作の言語化を行う。

　第10回～第14回 216－1～216－28

　〔態度〕先にかけていって自分でドアーをあけて入る。

ドアーを閉め．ても，オカアサンということばが出ても，

足に積木が倒れて泣きそうになっても， 買物ごっこでド

アーの所にかけていっても，母親を気にしなくなり遊び

にのっていくのでTの不安もなくなる。揖母と来所して

も問題なく遊びに入っていく。母親も離れるようになっ

て祖母に預けても不安を感じなくなった寒が大きな成長

だと喜こんでいる。ママゴトのみかんを口に入れてTを

みるので驚いてみせると笑顔でとび廻φて喜びを動作や

罪情で現わすなど表情が豊かにな窮 おどろいてみせた

りおどけてみせたり擬声を出したりして体全体で驚きや

喜びを表現し》伝達方法が細かくなる。来声を大きくし

て要求した’り伝えたりして楽しそうで海る。〔あそび〕

動きが滑発になり，飛んだりかけたりして元気よく遊ぶ。

興味働る玩具がきめら札電話，マ、マゴト，買物ごっ

こなど日常生活の模倣がみられ・集中して遊べるよう に

なる。〔ことば〕自発的な発躇が多くなる。大きな声で早

口に自己主張・要求を出し奇声をあげるなど発声にも感

情が出てきた。僅用する品飼（動詞・助詞）や語彙も豊

富になるQ．擬声擬音の種類も多くな防使用回数も多く

なり動作に合わせて発声したりして楽しむ。会君舌が可能

になり，質問説明要求が多い。模倣も目立ち動作しなが

ら小さい声で繰り返し独語している。発籍鰭明瞭になっ

てきたが，早口だったり不明瞭な揚合丁がきき返すとゆ

っくりいい直したり，又自発的にいい直して訂正して伝

えぷうとするなど，学習意欲・発衷・伝達意欲がさかん

になる。〔Tの応じ方〕二語文で正しくゆっくり質問し

たP，応答したりして耳を傾ける態勢を養うようにしたる

　第15回217－5
　部屋に入って待っていると少し遅れて来所する母親が

ドアーの所まで送ってきて，迎えには祖母がくるからと

いって帰る。 元気よく入室し，机の上にのっていた絵カ

ードにいって遜る蛍の絵をみて「デンキ」と自発的にい

う「これは蛍電気みたいね」といって次の絵をみせるQ

「これは』と質問すると「リンゴ・ライオン・ボール」な

ど答えていくrこれは何でしょう」「おにいちゃん」「お

兄ちゃん何のってるの」「デンシャニノッテル」「そお，

自転車ね自転車」と繰り返してやる。「これは」「ケーキ」

「おいしいわね」「これは」「ミカン」「柿』と諭’正すると，

カキと小さい声で棋倣するが「ミカンダヨ」と主張する。

’「これは」「ライヨン」「何しているのライオンは」「大き

なお口あけて何っていうかしら」「ワラッテ」「うお一っ

ていうでしょう」「ワラッテルノ，ワラッテルノ」「笑っ

てるの，あ一そうね」次の’カードをみて「オタウタンJ

「そおお猿さん」「チリンチリン」「そうチリンチリンって

鈴ね」というとrスズネ」とまねるのでrそおすず」と

いってやる。「コレハハナ」「そお朝顔っていうお花よ朝

咲くのね」と聞かせる。鬼の面をみて「コレハ」「コワイ

ノ」「こわいの鬼なのね鬼です」「シュッポー」「しゅっぽ

ね出ているこれは何でしょう」「クモj　rけむり」とゆっ

くり訂正するとケムリとつぶやく。立って横の机にいく

「こんどはそっちするのね，じゃ又みたくなったらみま

しょうね，ここに置いておきますよ」と机の横にカード

をまとめておくo電詣にいって受謡器をもつ「お電話し

てくるの雅れに」「ウーママ」「じゃKちゃんかけて下さ

い」電詣に入っていたお金が落ちたのでTが拾って「は

い拾いました」と渡すと「10エン』といって入れて出口

をみる。「出てきたでしょう」というと「ウン」 ど答 え

る。又10円入れながらrアーイレタ」という「何が出ま

した」「ウー10エン」「10円が出ました」耳入顧て出旦を

みてrデナイ」rデテキタ」rオチチャッタ」などい？ て

いる。ダイヤルを廻してrグルグルコレマワッテル」と

いうのでrぐるぐる廻っていますねダイヤル」と藷を強

めていうとrダイヤルコレ」とまねるrじゃ今度Kちゃ

んとこへお電話しよう」「12345もしもしYちゃんい

る」というと「モモジャーン」とリズミカルに繰り返し

ていってTをからかう「誰ですかもしもし」と繰堕返し

てもいいつづけTの所にかけてくる「あ一かけてきた」

というと，又机にいってRegiを持ってきて押して歯車

のまわるのをみる「ほらとまった」「廻っているわね」な

どいってやる。‡まうと丁ダメココ」というので，ねじ

をまいてやると，自分でもまねて操作するrハンナイネ

ヨイショ」塗どいって。受話慕をもってチューリップの

i歌をうたう　「チューリッフ9ガン　チューリップガ」「マ乞力り

とTが添えると「チューリップガハナガ」「並んだ並ん

だ」というと「チガウ，チガウ」といってピョンピョン

両足とびをする。「ピョンピョンピョセこんどうさぎの

歌』「お上手ね片っぽの足は」というと片足跳びをする

「ピョンピョンってうさぎみた齢ね」というと人形を抱

いてとぶ「ダーテアカチャンピョンピョンネ」「赤ちゃ
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んがピョンピョンー緒にじゃお手手つないであげて頂だ

い」暫く飛んでいたが「ネンネ』というので「ねむって

るの」「どこでねんねさせましょうか」とのぞくど「マ

マ，ベッ・トベット，ベットガイイ， ベット」と要求する

「はいベットですねちょっと待って下さいペット作6て

きましょう」「はいど一ぞここベットにして下さい」と

籍を出すと「ココ」と人形を寝かせる「ねんねしなさい

ってね，おやすみよ」というと「クチュヌイデ」．と人形

の靴をぬがす「お靴をぬいで，ベットーに入る時はお靴ぬ

ぎましょうね」ときかす「マクラハ』と取りにいく「あ

りましたか」と聞くと「ナイ」といって探している。

　〔態度〕充気よく入室する。ユーモアが出てきて釣 り

糸をわざと振り廻してTに当ててからかった9，Tが
Regiや電詣を持とうとするとダメと拒否して自己主張

をしたり，イコ」ネと度々発籍して同意を求めたりす

る。〔あそび〕安定してきたた勘好きな玩具もきま弘

前回の遊びの再現がみられ，玩具の扱い方も細かく器用

になる。運動面の動きも活発になり，うさぎのまねをし

て両足跳びをくり返したり，魚釣りの糸を振り廻したリ

ボール投げをして喜ぶ。左利きであるが鉛筆でなぐり書

きをしたり，ハサミでじぐざくに切ったり，お箸でおは

じきをはさもうとしたりする。　〔ことば〕聞く態度が養

われ発語意欲さかんで，発語を楽しむようになる」歌も

不明瞭だがうたうようになり，踊った堕歌らたりしてよ

くしゃべる。不明瞭で聞き返すと同じことばを繰り返し

てからかう状態もみられ余裕が出てきた。模倣に変化が

みられる。すぐまねて発欝する時と，少し経ってから小

さい声で独繕する時と，黙っている場合などいろいろの

形がみられる。〔Tの応じ方〕アノネという謡しかけに

対して，ゆったりと発語を待って聞いてやる。間違って

発語すると訂正して繰返し刺載して強化する。冒語化に

努めながら拡充質問をしたり，補充したりして発語をう

ながす。

　第18回 238－23

　〔態度〕二週間の夏休みが続き，久しぶりに来所する。

Tをみる一とすぐ飛んでくる。母親と話している間も待ち

きれずに， 先にかけていっでは立止り，振り返っては又

走って部麗に入る。　〔あそび〕玩具をいじっていてもキ

ーロキョロとあたりをみて，ナぐ他の玩具へいくといラ

よう にすぐ移る。玩具のあり場齎を確かめたり，好きな

玩具を記億していて要求したりなど，興奮状態で落うい

て取り組まない5一〔ことば〕非常によくしゃべり，r　Kチ

ャンハオミズノ ムノなどの三文節が多くなる。畏い文も

模倣する。コレハナ」，コレハなど質問したり，オカシ

イワネ，～シヨウ，～ヤロウ，～ヤッテなど同意を求め

たり誘いかけたりする要求語が多い。説明すると黙って

聞いてレ～る5　〔社会性〕バカといってTを叩いたりふざ

けたりジー緒に大きな声で笑ったり表情を作らて声を変

えたりなど表出が豊かになり，言語で情緒の伝達が可能

になる・〔Tの麟方裸奮してしやタるので・ 受鱗，

な態度をとり拡充を求め る応答に心がけ． Tの動作や説

明などゆっくり発語して聞かせるじ

　第19回～第20回一21白」0～2多9門10

　〔態度〕 地下に降り七い ぐと，来所している男の子と

一緒にrドアーのあいている部屋に入っ七遊んでいる1誘

うどいやがる再び誘う と出るが母親の所にいって顔をふ

くらませてTをみるらウルトラセブンを渡すとかかえ込

，んで，Tと手をつないで入室する。〔あそび〕怪じゆう，

電謡組み板，ペタジク，「ママヨト……という工合に長

つづきせず次ぎ次ぎ移り遊びの発展はみられず落着かな

い。ボールを転がして亭っても立ってみているといった

態度で消極的である・・35分経過するとオワリといって帰

ろうとする。誘うともどるがその後も帰ろうとすち。

〔ことば〕自購が少なく騨なF撤搬で調子が悪

く活発でない。新しいものに対しての興味，質問は多い

が問を無視して象レヤルノ，ダメなど自己主張が目立

つ。要求，命令は大きな声で語声を強ぐ発して感情表出』

が多い。又不明瞭なことばや独藷も多い。　仁社会性〕遊

んぞいて・もすぐ顔をふくらませてにらんでおとリバカ ，『

バカと嫡．いつもこういっ破瀧みせてもすぐ笑顔

にもどり，声を立てて笑うめに本気に怒っているぎ　 〔T

の応じ方〕分離不安をみぜたり反抗したりするのは母親

が月始め，月末に父親の仕事の手伝いにいく機会が多

く，預けられるだめ紀原肉しでいるようで，』動作感情の

書躇化に努め，時間まで桑》じと遊ばせる。

　第22回～第24回 21 10－4～2110－18r

　〔憩度〕Tをみると先にかけていづてココと部屋を指

す占時間がきても帰りたがらない。・大きな声でナソンデ　・

イクノ，ダメなどいら七顔をふくらませてにらんで拒否

する。 又オコウチャノ云，テレ～ミルなどいってごきげ

んをとった堕，持参したおもちゃを置いてい6て，一 アジ

タモッデイクなどというじ　〔あそび〕前回の遊びの続き

が再び行われる。ママゴト遊びによって自然に発展ざれ

る。持参したドライヤ』を廻して自分の頭ばやり，〈Tに

もやってくれたり，椅子に坐っているように命令し免り

Tが本をよんでと要求すると，’ごちそうを作っているめ

にすぐきて語しかける，又一人で見ているよう邑命令す

る， お湯をこぽすとタオルをもってきでふいてぐれる，1

口元も拭いてくれるという工合に，日常生活や両親φ動

作， ことば，表情，語調などの模倣で完全紀偲親ゐ役翻
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　をとって遊ぴが発展される，視覚，聴覚もよく新しゴ、玩

　具をすぐみつける，無くなっているものにすぐ気づく，

　ねじなどみつけると入っていた個所がすぐ分かる，飛行

　機の音がすると遊んでいたり話していてもやめて教える

　などである。　〔ことば〕幼児藷は多いが元気にはしゃい

　で大きな声でよくしゃべり，身近かに経験するものに対

　しての藷彙がふえ，質問も多くなる。善びをことば，．表

　情，体で表わし奇声をあげて会話のやりとりをし，ふざ

　けてパンパンとリズミカルにいったり，アッイナを繰り

　返していって反応をみたりして，ことばの使用の楽しさ

　といったものが感じられる。両親の口まね（オテテハダ

　メ，ウルサイヨ，マッテナサイなど）が多く，表情も加

　わり動作（手を腰にやって歩く，新聞をみて待つなど）．

　に現わすなどイ劇青表現も細かくなるQ新しいことばは繰

　り返し学習し，魎くして会話の中に入れて完全に使用す

　る。再び不明瞭なことばが多くなり，開き返すと繰り返

　して発藷し伝えようと努力する。数にも興味が出てきて

　サンヤイ・イチニなどいったり行動を言語化してTに聞

　せたりする。〔社会性〕表惰豊かで気に入らなかったり，

　我を通したい時は母親のまねをして，語調を旗めて命令

　調にいい・おこった様子をみせる。 位置の交換は出来る

　が・母親の役割をとりたがる。　〔Tの応じ方〕会話のた

　め倒置したり，省略したりする表現が多いがゆっくりと

　正しい発音と文で説明するように心がける。ワタシとい

　えたので対象語としてボクということばを意識して使用

　するなど，新しいことばを強化する一方rなにしている

　の，これってなに」という工合に説明・叙述をさせるよ

　うにしむけた。

　　第25回～第27回　2；工1－8～310－13

　　〔態度〕母親の都合で暫く休んだ弘風邪を引いて続

　けて休んだりして久しぶりに来所する。母親の横に腰掛

　けて待っていて持参した本をもって先に立って歩くが部

，　屋の前で立ってTを待つ。〔あそび〕新しい人形，鉄橋

　があるとすぐみつける。次ぎ次ぎ移っていたが気に入っ

　た玩具では長く遊ぶ。少し足がもたつくが人形を乳母車

　にのせて押して歩き笑って楽しむ。〔ことば〕暫く休ん

　でも発語に影響はなく，母親の口まね（ヤクソクシマシ

　ョウ・ケンカシチャダメヨ・テレビバッカリミテダメデ

　スヨ）や行動（お料理作り，手を洗う）の模倣は前回に

　つづいて多い。よく発語し楽しむ。後半切れ目がない程

　よくしゃ苓る。理解しないこと，何度もいい直して伝え

　ようとするなど発藷・伝達意欲が盛んである。質問も多

　くコレナニと聞くので，なんだったと反問すζと，考え

　て答える志うになる。表現方法も訂正して答えたりし

　てヒ正しく伝達できるようになる。　〔Tの応じ方〕発語

第10集

意欲盛んなので待って応答する態度をとる。早合点して

問違えた時は訂正してやる。

　第29回～31回　312－1～3；2－21

　〔態度〕暫らく休みが続き（母親の用事や風邪のため）

来所ずる。祖母と腰掛けているが，Tをみるとすぐとび

降りてきて先に立って歩く。録音を催促して自分で入れ

る。 〔あそぴ〕ごっこ遊びが中心になり長く遊ぶ。ボー

ル投げやウルトラマンをもって部屋を駈けるなど，体を

よく動かレ活発。相手の立場を認める余裕や譲歩（カー

ド遊ぴでアッオバチャンカッタと勝をゆずる）がみられ

たり，ビニールテープがすべって切れないので切ってや

ると，（オジョウズネKチャンデキナイ）Tをほめたり

する。ハサミの使用が上手になり，切符を上手にきる。

〔ことば〕体の調子が悪いためか，文節の複雑さはみら

れないが，よく自発的にしゃベリよく応答する。チガウ

という表現からソウジャナイという否定の形になった

窮コノオジサン，アノカメンライダーなど代名詞の使

用から連体詞に進歩がみられる。昨日何か降ったでしょ

うと聞くと，ユキヤコンコンとうたってくれる。新しい

ことばは黙って聞いていたり，もう一度いってと要求す

るようになる。　〔Tの応じ方〕、 聞きとれない個所が多く

なったのでウンと聞き返す。代名詞で答えるとアレって

何と聞いて説明させるようにする。

　第32回　3；2－28

　降りると椅子から立って待っている。着てきた洋服を

両手でひろげてみせる。先に立って走って部屋に入る。

水道をひねるが水が出ないのでふくれてTをみる。自分

で録音を入れる。「だれが入れたの」「Kチャン」「そお

どうも有難とう」というとマイクを口に持っていって

「コレイイ」といってTによこすQ　rアノネママノオハ・ナ

シ」「ママとKちゃんが今日きたんでしょう」rウン」rど

こへきたのj「アノネKチヤンネ」「うん」「Kチャンガ

ネ」「うん」「トーカイマンションキタノ」「うん」「トー

カイマンション」「東海マンションからき たのね，何に

乗ってきたの今日は」「クーマ」「イ ママッテマスッテ
ママガ，カエロカ」rそうママ待ってますね」というと

「ボーン，コレスル」と電詣をもつ「そお電語するの．は

い」と電話をやると受話器を算に当てて，「ダメダヨ」と

いう「お金を入れた」と開くと「イッパーナイヨ」「入

れて下さい」というとお金の出口をみて「アレコンナカ

ハイッテル」という。「いくら入れるんだったKちゃん」

「40エンJ「10円で）、いわよ」 というと赤いお金を持って

「コレ」と聞く「そお10円1つ入れれば闘えますよはい

入れて」というとお金を入れる。「そおそれから受謡器

を持ってダイヤルまわして出た？」と聞くと「オバチャ
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ン」と呼ぶ「な一に」というと「ソージャナイコレヤノレ

ノ」とマイクをよこすが，そのまま受話器をもって「も

しもしKちゃん」「ウ、ン」r何しているのお電話している

のj「ソージャナクッテネ」「うんjrオダイドコヤッテ

ンノ」rあ一れそうなの今からお料理作るんでしょう」

rウン」r何が出来るかな今日は』「ハン丼一クデキル』

「わあうれしいハンバーク大好きよ』rウン」r琴ちゃん
のうちはだれがノ▽バーク好きだっ測rKチヤ判「じ

ゃお父きんは何が好き」「アノネオトウサンハギューニ

ク」「ああ牛肉，じゃお母さんは何が好き」と聞くが答

えないで受話器をもってrKチャンデンワスルカラ」rイ

マオシエラ1アゲルカラ」・といってダイヤルを廻わすrそ

れはお札のお金100円」というと「チガウ100エンデス」

といって粘土をレ、じる「何みつけているの」「オーキナ、

ユビワ100エンデス」といってリングを持ってきてTの

指にはめてくれる「ど一も有難とう中揖にはめて下さっ

たのこれ何色だった」rキrロデス」rそうです大きすぎ

ちゃうわ」とはめてくれたリングを動かしてみせる「ホ

ラコノホウガ大キイデショ」と別のリングをみせるい

　〔態度〕前回水を出して楽しんだのでジ水が出なくて

むくれてTをみる。水が出ない説明をして他の遊びに誘

う。活発によく動き廻り時問がきても帰ろうとしなレ》。

母親がこの所つわりで外へ出さないのでエネルギーがあ

ま6ている。今日の来所ρ事をいうと喜こんで食事をし

たという。紅茶を飲むまねをして大きい声で奇声をあげ

て笑って喜ぶ事を繰返しTの反応をみだりする。余り大

きな声でしゃべるので待っている母親は心配したほどだ

った。録音も自発的に入れて時問がきても帰ろうとせず

顔をふくらませて拒否する。〔南そび〕電謡・ママゴト・

買物ごっことごっこ遊びを楽しみ，主導権を握って遊び

が展開される。 〔ことば〕置換されたり脱落があったり，

不明瞭だったりするヒとが多いが，大きい声でよく発語

し長文（ホラコレノホウガ大キイデショ。アッチノミギ

　ッカワニアリマスオミセ。オミセガネヤスンデマス。ヤ

サイトグレープジュースモウッテマス。ココニイマアリ

マスヨ6イマオチュカイイッテクルカラオルスバンシテ

イテヨ）になり説明（ソージャナクッテネ とかKチャン

デンワスルカラ。イマオシエテアゲルカラ。イマイレル

　カラなど格，接続助詞のカラの使用が目立つ）もされて

拡充されている。模倣も目立ちすぐ会話に使用する。

　〔rTの応じ方〕右側というごとばを使用したので直ちに

　左側・右側というように会話に入れた弘何してるのと

　質問したり，・・』甲・・だと思うなどと反問し誘導して説明を

　細かくさせようとした。

　第34回3；4－4

　〔態度〕エレベーターのドアーがあくとかけてくるg

持参した黒いクマのぬいぐるみを持っていて母親と詣し、

ていると「サrイコウ」と催促する。．先に立って入室。

生き生きとして遊んでい卑が次第にあれこれといじり一

つの事に集中しな‘なり，何とはなしに手にするとい？

た工合に変り，絹気に乏しくなる。帰りり子どもの声が

するとパット止めて帰ろうとする今日が来所の最後とい

う影響のためと思う。〔あそび〕40分位水を出してママ

ゴト道具を洗う 。粘土きぬらす塗どして避ぶ。他をζ誘う

とダメアラッテルカラヤッ テナサイと命令する・ トンヵ

チ積木を右手奉手と叩く壁野球でTに打たせて一テンな．

ど奇声をあげて手を叩吟て喜ぶ。　〔こ≧ば〕早戸ではし

ゃいでよくしゃ尽斎。 複文でよく説明出来て会話が成立

し，構造上も複雑な表現にな喬。

2　テスト結果

・a　知能テスト結果

　第1回　昭和46年2月23日施行。乳幼児橡査・C・・A・

2；2－29　M，A・11・8－8、D・Q・75　態度 ：一人で入

室するが途中から不安になり母親同室する。一絶えず歩ぎ

廻り，周りのものをいじり動きがはげしい。玩具は次ぎ

次ぎ移り，自己中心的で要求拒否が多く指示に従わな

い。ことば；絵本が好きでじっと眺めているので聞くと

不明瞭に答える。行動・言語共によく模倣する。要求は

手を持ってウーウー発声して示す。このテストは指導に

入る前に施行したもので発語意欲はみられるが要求拒否

が多い。

　第2回　昭和46年9月20日施行。乳幼児検査』 C・Al1

～即M・A・31・D・Q・106臓＝一人で入室始め
緊張していたが，馴れるに従いふざけるようになウ、落着

かず動き廻る。．理解函難だったり気に入らないと黙って

いる。時々Tの顔色をうかがい反応をみる。『ほめると喜

びをすぐ感情に現わす。ことば：質問に対して答える箏

が少なくやっと小さい声で一音発する程度で模倣も少な

く一部分である。後半大きい声で答えるがムラが目立

つ。このテストは指導6カ月後行ったもので，一人で入

室した事は進歩であづたが，態嵐亦じ方，発語状態な・

どアンバランスが目立ち自己中心的とは違った情緒の不

安定さがみられた。

　第3回　昭和47年3月21日施行。鈴木ビネーテスト

C．A』314　M．A．318　LQ410・態度＝自己～中心

的で勝手な行動をとりたがり氣が倣る。難かしいと拒否

してやらせようとし，強くいうと怒って泣き声を出して

床に坐堕込む。ことば：早口でその上不明瞭で理解園難

だが明瞭な場合も時にはあるoこれはCbse→週問前に
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行ったものであるo

　以上を眺めてみると知能の発達は順調な経過を辿って

いるが，情緒の面での不安定が尾を引いている。これは

年齢的な要素もあるが，母親の扱い，生活の反映，祖母

に預けられる不安などが原因していると考えられる。

　 b　構音検査結果

　第1回　昭和46年9月14日施行　2；9＿20

　田口恒夫氏の構音検査。態度：よく反応して発話意欲

盛ルである。発音の困難なものでも発語しようとする。

不安だと知っているものの名称をレ、ってTの顔をうかが

う。幼児語の使用が目立ち訂正するとすぐ棋倣して，そ

こから生活の話題をひろげていく。結果；指導に入り7

カ月経過・第21回目に行う（6カ月後に行う予定だった

が，夏休みが続いて調子が悪かったため1カ月遅らせ

た）。タ行，力行の無声音の方にやや遅れがみられる程

度である。

　第2回　昭和47年3月7日施行 313－13態度：絵
をみるとすぐ説明するなど，自由に発語して楽しむ様子

がみられる。・分らないと暫らく考えていて答えたり，不

明瞭に答えると繰り返し発藷して理解させようとする。

犬の事をワ．ンワンというので訂正すると，我を眼って大

きな声でワンワンという一方，すぐ模倣して訂正する場

合もある。結果：Closeを前にして行ったもので，前回

に比し語彙が非常に豊冨になっている。サ行がシャ行，

ザ行がジャ行，ツがチュになっているが，年齢的に問題

はなく構音発達は順調といえる。

3・面接経過

　第1回　昭和崔6年2月23日 213テスト施行の結果o
面接するとことばの発達が遅くて心配だから，是非指導

してほしい。この頃イヤということばを覚えて盛んに使

う，叱ると隅っこにいって泣くので，扱いに迷ってしま

うという。母親に対して，興味を示す遊びを中心によく

請しかけ相手をする，絵本に興味が出ているので，豊富

に譜しかけてやるように，反抗は年齢的なものであるか

ら，方向を変えてあげるようになど，家庭における扱い

を指導し，一週間に一回地下室でPlayを行う事を決定

する。本児の印象として，母親にくっついていて社会性

に乏しく，消極的であり小柄でやせて顔も青白く，神経

質そうな感じを受けた。

r第2回　昭和46年9月21日　21 10　指導を開始して

6カ月後・再び知能テストを施行して面接する。テスト

結果について安心して姦ぶ。そう．して家庭での状況を述

べる。

　変化：①来所することが楽しみで，行くことを話すと

第10集

何でもいうことをきく。②最近母親が負かされる程口が

達者になった。③いろんなことが我慢出来るようにな

　り，開き分けがよくなった。④一つの遊ぴでかなり長い

　間楽しむようになった。⑤近所に友達がいなくほしが

　る。デパートなどで同年齢の子どもをみると，近づいて

　いって手を引っぱったりする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配　心酉己：（動会が好きでなく描こうとしない，鉛筆の持ち

方も不羅用である。②馴れないことには手を出さない，

安心するまでに時間がかかる。

　反省：地方で暮していたが東京で胴業する事になり，

父親より東京が委しいので仕事を助けて走りまわった。

全たく子どもの方へ頭が向かなく・むしろ子どものいる

凄が煩わしかった。子どもはミルクを与えて，只眠かせ

ておけばおとなしく親孝行な子だと思っていた。祖母に

預ける事も多く，こんな事をしていていいのかといわれ

たが，仕方のない事だと思っていた。子どもは嫌いでは

ないが，仕事をしている時は手をかける時問もほしかっ

た。現在おちついて余裕も出来て，考えると，かわいそ

うな悪い事をしたと反省している。来所していなけれ

ば，遅れたままになっていたのではないかとおそろしく

思う。よい時期にみて頂いて感謝している。これからは

出来るだけ相手になってのばしてやりたい。最近は友達

の所へ連れていった窮お使いにつれていったりして，

いろんな経験をさせるように努力している。

　第3回　昭和46年12月22日　311　前回の面接より3

カ月後に行う。

　変化＝①ことばの方はどんどん覚え，心配はなくなっ

た。よくしゃべるので，皆にませているといわれ，いや

な感じがする。②この所一日おきに仕事の手伝いに出る

ので，一緒にいる時はうるさい位まつわりつく。③家庭

でも忙しい時は，人形を相手に母のまねをしてしゃべっ

たり，買物のまねをしたりしている。④非常に友達をほ

しがり，母の友達が子どもをつれてくると，玩具をかし

たり，世話をしたりして仲良く遊ぶ。⑤W幼稚園に無寧

入ったので，時々園へいって遊ぶが帰るのをいやがり，

ひっぱって婦るようである。

　心配；①ませている煮いわれて，子どもらしくなくな

ってきているのではないかと気になる。考え事をして い

るとママドウシタノと聞いた”，いつも買ったものです

ませる事が多く，たまにお料理を作ると，キョウハママ

ガ作ッテクレタノアリガトウなどいったりして敏感だと

思う。②相変らず絵は描けず，歌もよく歌えない，童謡

は毎日聞かせているが心配だ。③祖母に預けると，いと

こと一緒になりすごいけんかをして，いつも泣かされる

ので♪祖母健一緒に預かる事をいやがっている。
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　反省 まついカッカしてどなづて叱るので， 父親にたし

なめられ5なるほどと反省している。一

第4回昭和47年3月28日314ことをまも順調に発

達を示し、通園が始まるのでCioseに当って面接を行

う。

　変化＝①ことばの表現力はかなり豊かになってきた。

②幼稚園にいく事をとても楽しみにしており，毎日バス

ケットにいうんな物を入れて“幼稚園ニモッテイク”・と

いっているo

　心配1①まだ運動面，絵を描くことには自信がないら

しく，積極的にやりたがらない。②この頃つわりで工合

が悪く，余り外へ出さないので反抗的になっている。暫

く入院したので祖母に預けたら，便秘をおこしたり，発

熱したりなどの拒否反応をおこしたが，母の所へもどる

とすぐ直った。このようにすごく神経質である。③4月

より通園が始まるが，余り期待が大きいので心配にな

る。この頃荒れているし，入園すると疲れるが，来所を

楽しみにしているので様子をみたい。

　悩み；①最近又仕事の手伝いで外出する事が多く，本

児をつれて虚る時もあるし祖母に預けていく事もある。

月末で，この一週間・特に忙しかったので，反抗的にな

っている。大人の意志で子どもを引っぱりまわし，かわ

いそうだと分かっているのに仕審のため，仕方がないと

’割診きろうとする。研究所へくる時は，驚く程紫直にい

う事をきく。たまに公園へゆくと喜々として何時間も遊

ぴ，その姿をみて子どもの求めていることがよく分かる

のに満たしてやれない。忙しい時は公園を避けて通る。

②母親自身，いろんな箏で板ばさみになっていると述べ

る。イ》 本当は子どもの審を第一に考えたいと思づてい

る。ロ）レかし仕婁は手伝わなければならない。2・ン仕

凄を手伝うことは父親の要望で1自分の意志ではないと

思う6『二）しかし考えてみると，仕事をすることは自分

にとって家庭生活，父親の神経質・叱言・・子どもの世語

かちの逃避でもある。ホ）しかし実は自分自身外へ1出

て，家庭以外の仕夢をするφがとても好きであ窮 性格一

的にも家庭だけにとじこも6でいられない。③逃避した

くなる理由5 イ）父親と本児は非常に神経質ド過敏ジ性

絡がよく似ている。二人とも細かいことによく気づき気

が弱く，自信がなく，なかなか手を出さない。“方母親

はガサガサしている，自信のないこともどうにかなると

手を出す。それで二人を絶えずおだてたり，勇菟づけた

りするのに疲れてしまう。ロ）子どものしつけに関し

て，両親の意見がかみ合わない。本児が悪いと奪は何で

も母のせいにする。説明しても分かってもらえない，仕

事で疲れて帰ってくると母にあたる。父親の性格を知っ

てとまどい，その最中に本児が生まれ・又とまどうこと

になった。ハ）いと．ことすごいけんかをする。いとこの

方が強くいつも泣かされるので，祖母が預かるのはいや

だというので不満である。又いとこの母親が本児を，メ

ソメソすると叱るのもいやな気持であり，仕審の皐で時

々預けるので板ばさみを感じるo

　以上から考察すると，母親は父親との性格の違い，本

児といとこの関係などで悩みながらも，扱いにおいて反

省し努力している反面，仕婆のためには仕方ないと割り

切り，入園という他力的な方法で，心配や世話から逃避

しようとする。

w　予

　qoseして16日後，入園式をすませて来所する。部屋

から出るとすでに部屋の前にきていてとびついてくる。

喜こんで入室，他の子どもがセンロをつなげて遊んだの

をみてナニと聞いたり，グレ轡ン車のねじをまわして動

かしたりして，懐かしそうにあれこれと眺めていじる。

何幼稚園だったと聞くと“Wヨウチエン”と大きい声で

答える。母親はW幼稚園は自由でのびのびしていて楽し

羅　考

本剰列は両親共に仕導をもっているために，接触が少

なくことばの発達が遅いという心配で来所したものであ

り，2；3よ堕3瓢まで一年聞に及んで指導を行った。

　1　発達変化

後

そうであると報告し，問題がおきたら又お願いし．ますと

いう。マタクルカラネといって母親と手をつないで飛び

はねて，前にのめりそうになって帰っていく。

〆入園3カ月後電話で報告をうける。扱いの面で手こず

る位であるが，幼稚園は喜こんでいっていて，集団生r

活，友人関係，ことばの面においても何ら問題なく，楽

しい幼稚園生活を過ごしているという事であった。

察

　1）あそび安定しだすとよく遊びにのり落着きもみら’

れ，興味の方向むきまり集中して好きな遊びがつづけら

れるようになリシ運動面も活発になる。

　2）こ、とば伝達手段としての言誌の楽しさが分かり，
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理解力もすすみ意欲的な模倣や学習を通して，百発的な

意志の表示が多くなり，複文へと発達している。

　3）　対入態度　分離不安が成長につれて解消し，自我

の発達とともに反抗したり， 奇声をあげたりして身ぶり

表情など表出が豊かになる。

　4） 母親　本児に対する関心，注意の向け方が変化し

指導に対し七積極的，協力的な態度が出てきた。

　5）　本児　情緒の不安定を繰り返しながらも少しずつ

落㌶きがみられ，外界に対しての注意力が細かくなり，

第10集

興味の示し方が豊富になる。音や歌に対しての関心も，

芽生え問題解決の様式としての言籍のあり方が理解出来

た。

　事例を扱ったのは始めての経験であるため，扱いや観

察に不備な点が多く反省させられてレ・る。一年問の指

導・全回の文字化など長時間を費した。なおこのケース

の指導に当って・野田雅子先生に御協力を頂いた事を感

謝する。
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